
【最大流出電流】
■ 最大流出電流とは？
・PNP出力タイプの出力トランジスタに流すことが可能な流出電流の最大値を、最大流出電流といいます。
・最大流出電流を超えた値の電流を出力トランジスタに流すことはできません。
・センサの出力がONの時に、電源から出力トランジスタを通って負荷へ電流が“流れ出ていく”ので、最大流出電流と
呼ばれます。
NPN出力タイプの場合は、電源から負荷を通って出力トランジスタに電流が“流れ込んでくる”ので、最大流入電流と
呼ばれます。
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■ 最大流出電流（仕様）の事例
・小型ビームセンサCX-400シリーズの最大流出電流の仕様は、次のように100mAとなっています。

一般的にほとんどのセンサの最大流出電流は100mAとなっていますが、設計的な制約などにより、異なった値になって
いる場合もあります。

・デジタルファイバセンサFX-500シリーズ（標準タイプ）の最大流出電流の仕様は、100mAとなっています。

また、2出力タイプとケーブルタイプの最大流出電流の仕様は、50mAとなっています。
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■ 流出電流の値は、どのように考えるのか？
・前述のように、出力トランジスタに最大流出電流を超える電流を流すことはできません。
したがって、出力に接続される負荷によって異なる流出電流の値を確認する必要があります。

（例）

 

制御盤用リレー（当社HJリレー）を負荷として使用する場合

電源電圧２４V

 

DC用HJリレーを使用する場合、HJリレーのカタログでは、コイル定格消費電力で仕様が規定
されているため、電流の値に換算します。

0,9W（定格消費電力）

 

÷

 

24V（電源電圧）

 

＝

 

37,5（ｍA）

この値が最大流出電流の仕様値より下回っていれば、負荷として使用できる、と判断できます。

注：実際には、センサの出力トランジスタには”残留電圧”がありますので、流出電流は37.5ｍAより少なく
なります。

DC：約0.9W
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